
明
け
ま
し
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は

組
合
員
、
そ
の
家
族
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
昨
年
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続
き
、
昨
年
は

11
月
の
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
人
の
活
躍
、

北
川
進
、
坂
口
志
文
両
氏
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
な

ど
話
題
の
多
い
１
年
で
し
た
。

世
界
的
な
気
候
変
動
に
目
を
向
け
る
と
、
地
球

の
長
期
的
な
気
温
周
期
と
し
て
は
数
万
年
後
に
は

次
の
氷
河
期
を
迎
え
る
と
の
研
究
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
主
な
原
因
が
人
間
の
活
動
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
急
速
な
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
北
極
の
海

氷
、
南
極
の
氷
河
の
融
解
に
よ
る
海
水
面
の
急
速

な
上
昇
で
、
ツ
バ
ル
、
フ
ィ
ジ
ー
諸
島
な
ど
で
は

国
土
消
失
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
従
来
の
よ
う
な
四
季
は
な
く
な
り
、

長
い
猛
暑
の
季
節
の
後
、
短
い
紅
葉
の
季
節
を
経

て
突
然
寒
い
冬
を
迎
え
、
北
の
ほ
う
で
は
大
雪
も

み
ら
れ
た
１
年
で
し
た
。

医
療
情
勢
に
目
を
向
け
る
と
、
今
年
は
診
療
報

酬
改
定
を
迎
え
ま
す
。
医
療
機
関
の
経
営
状
況
が

厳
し
い
中
で
、
外
来
医
療
に
お
け
る
焦
点
は
、
２ 

０
２
５
年
４
月
の
「
か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告
制

度
」
の
開
始
に
伴
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
直
し
が

見
込
ま
れ
て
い
る
点
で
す
。
み
な
み
医
療
生
協
各

診
療
所
で
は
「
か
か
り
つ
け
医
機
能
」
に
つ
い
て

対
応
の
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
、

医
療
と
介
護
の
連
携
の
強
化
も
重
要
な
課
題
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
皆
様
の
健
康
づ
く
り
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
、
職
員
一
同
一
致
団
結
し
全
力
で
医
療
介
護

に
取
り
組
む
こ
と
を
年
頭
に
誓
い
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

医 療 生 協

神

奈川みなみ

第６３１号神奈川みなみ医療生協２０２６年１月

月号
1

発行月
発行所

T E L
E-mail
U R L

編 集

2026年 1 月
神奈川みなみ医療生活協同組合
横須賀市平作 7-10-27
０４６（８５３）８１０５
h-sosiki2@k-minami.or.jp
https://www.k-minami.or.jp

機関紙編集委員会

  （１） 第６３１号 神奈川みなみ医療生協 ２０２６年１月  （４）



64
「主馬寮（公園）」（葉山町）

やさしいヨガ教室
日　時：毎週水曜日　①９：45～　②11：00～
定　員：各回７名（要予約）
会　場：横須賀組合員ルーム
料　金： １ 回１,000 円
　　　　※組合員は、1,000 円のうち500 円を出資金とします。
問合せ：医療生協本部　☎046－853－8105
監修／折戸めぐみ

（横須賀ピラティス・
  ヨガ教室主宰・
  やさしいヨガ教室講師）

ピラティス・ヨガ教室の
YouTube チャンネルは

こちら⇒

第６３１号 神奈川みなみ医療生協 ２０２６年１月  （２）

https://www.k-minami.or.jp/

公園の入り口には
蹄鉄のマークが

しゅめりょう橋の
モニュメント

１.医療生協強化月間について話し合われました。
　事業所・地域支部の取り組み状況が報告されました。事業所では診療所を中心に
訪問行動や宣伝行動が実施されました。衣笠診療所では3週連続で職員と組合員
合同の訪問行動を実施しました。また、担当理事や支部長が外来で加入増資コー
ナーに立ち、加入増資を訴えました。地域・支部ではまちかど健康チェックや食事会、
健康講話の開催や集団健診などに取り組みました。葉山では健康マルシェ、横須賀
と三浦では健康まつりが開催され、たくさんの参加がありました。
　取り組みの成果で10月は加入増資ともに純増を達成したことが報告され、生協強
化月間を成功させる意思統一をしました。

　チャレンジシートが提出され始めている状況が報告されました。各診療所の窓口や
組合員ルームに提出箱が設置されていることや、FAXや郵送での提出も受け付けて
いることが報告されました。回収や声かけを進め、500人の参加目標を達成しましょう。

２. 神奈川まるごと健康づくり「健康チャレンジ 2025」について話し合われました。

10月度の経常利益は 1,144 万円の黒字でした。
累計経常利益は 57 万円の黒字です。

４.2025年 10月度の経営状況報告

仲間ふやしは40人でした。出資金増資は144万 5千円でした。
５.2025年 11月度　組織活動統計の報告

組合員数 13,025人／出資金 370,114,000円2025年11月末現在

効果 ： 内転筋を鍛える。体幹の安定。
1. 横向きになります。

2. 下の腕を伸ばします。
  上の腕は胸の前に置きます。骨盤を安定させ、両足はそろえて置き
ます。

3  息を吸って体幹の筋肉を入れて、息を吐きながら両足を上げます。
 できる人は、頭も上げます。5秒キープします。

4. 息を吸って、下ろ
します。何回か
やってみましょう。

5. 反対側も、やって
みましょう。

6. 終わりましたら、
リラックスします。

主馬寮（しゅめりょう）公園は葉
山町の西側、一色の葉山御用邸付
近にある公園です。 公園の近くを
流れる下山川に架かる「しゅめりょ
う橋」には大きな蹄鉄のモニュメン
トが設置されており、公園の入り口
にも蹄鉄のモニュメントがあります。
主馬寮とは日本の律令制におい

て宮内省に属し、 天皇や朝廷の馬の管理（飼育・調教）、
馬車・馬具の調製、牧場の運営、輸送業務などを司った役所
です。奈良時代末期から平安時代初期に左右馬寮が統合され
て一時的に成立し、馬の専門家集団として重要な役割を果たし
ました。
明治 27 年頃、 後の大正天皇は身体が弱く、 侍医に保養す

ることを勧められ、葉山に御用邸が着工されました。大正 5 年
に御用邸を建て替える際、宮内庁の儀式などで使う馬の飼育
と調教をする場所、「主馬寮」が現在の主馬寮公園付近に置
かれたことからこの名がつけられたとのこと。

2025 年 2 月に葉山町制 100 周年を
記念した神輿パレードが開催され、
旧役場前から主馬寮公園までを神輿
や山車が繰り出しました。 700 人程
が参加し、 主馬寮公園も多くの人で
にぎわったとか。 主馬寮公園を訪れ
る際は、明治や大正時代に思いを馳
せてみてはいかがでしょうか。

バナナのポーズLesson 79　

外来患者：3,613 人、訪問看護：137人、訪問ヘルパー：72人、
デイサービス：116人、ショートステイ：71人、ケアプラン：292人

３.2025 年 10月度の患者利用者状況報告

理
事
会
報
告

２
０
２
５
年

11
月
度

新年のご挨拶
衣笠診療所　所長 岡田哲郎

新年おめでとうございます。
　昨年来、医療・介護の経営はますます厳しくなっています。自民
党・高市政権が誕生しましたが、アメリカのいいなりのまま、軍事費
の大幅増・軍拡を推し進めています。
日本医師会からの「このままではある日突然、病院をはじめとした
医療機関が地域からなくなってしまう。」との声明を受け、多少の一
時的な対策はされそうですがその場しのぎと思われます。本来、軍
事費の増加と医療・福祉の向上は両立できません。今まで以上に「軍
事費を削って医療・福祉へ」の声を大きくしていきましょう。

逗子診療所　所長 竹内啓哉
新年おめでとうございます。本年も皆様にとって良い年となります

よう、お祈り申し上げます。
昨年 10月 1日より、神奈川みなみ医療生協逗子診療所にお世話に

なることとなりました。3カ月を経過して、なんとなくこちらの業務に

も馴染んでまいりました。年明けからは、4月に向けて診療所スタッフ、
逗葉組合員の皆さんと一緒に新年度の活動計画と準備を始めていき
たいと思っています。
皆さんもご承知の通り、医療をめぐる情勢は大変厳しくなっており

ます。全国 7割の病院が赤字経営を余儀なくされ、職員の賃上げも
ままならない中、医療、介護を働き先として選ぶ若者も減少して現
場の人手不足に拍車をかけています。
一方で物価高騰などから市民生活も困窮し、雇用の不安定さから

人々が労働に縛り付けられ、体調が悪くても医療機関を受診できな
い人も増えています。
このような状況であるにもかかわらず、政府・官僚は社会保障制度
の更なる改悪と、労働法制の改悪を推し進めています。この年末にも、
一度は市民のちからで押し返した、高額療養費限度額の引き上げを、
再度復活させようと活動を始めています。
本年も、自分たちの至らない部分、経営に対する向き合い方を改

め、少しでも収益を上げる努力を重ねながら、政府・官僚たちの「市
民のいのちを削る政策」とのたたかいの手を緩めず、地域、組合員
のみなさんと一緒になって、「安心して住み続けられるまちづくり」を
進めていきたいと思います。本年もよろしくお願いします。
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◆
た
て
の
カ
ギ

①
後
ろ
。
背
中
の
ほ
う
。
時
間
が
た
っ
て

か
ら
。
残
り
。

②
バ
ッ
ト
、
お
は
し
、
鉛
筆
は
〇
〇
状
の

も
の
。

④
子
ど
も
が
遊
び
に
使
う
小
さ
な
ガ
ラ
ス

玉
。

⑥
色
彩
や
形
に
よ
っ
て
美
し
さ
を
表
そ
う

と
す
る
芸
術
。

⑦
貝
や
小
石
や
ガ
ラ
ス
な
ど
を
指
で
は
じ

く
遊
び
。

⑨
心
棒
を
中
心
に
し
て
回
る
輪
。
自
動

車
。

⑪
何
か
の
実
を
シ
ソ
の
葉
と
共
に
塩
づ
け

に
し
た
、
す
っ
ぱ
い
食
べ
物
。

⑭
３
．１
４
１
５
９
２
６
…
…
＝
円
周

〇
〇
。

⑮
首
・
手
足
・
し
っ
ぽ
以
外
の
体
の
部
分
。

⑰
酸
味
が
強
い
淡
黄
色
の
果
肉
を
持
つ
ミ

カ
ン
の
仲
間
の
果
物
。

◆
よ
こ
の
カ
ギ

③
魚
の
体
の
後
ろ
端
に
あ
る
ひ
れ
。

⑤
水
面
か
ら
高
く
飛
び
出
す
こ
と
の
で
き

る
、
胸
び
れ
の
大
き
い
魚
。

⑧
白
く
に
ご
る
こ
と
。

⑩
漢
字
の
「
十
」
の
形
。

⑫
円
形
や
球
形
に
近
い
形
。
句
点
。

⑬
つ
め
の
先
を
切
る
道
具
。

⑯
初
夏
の
長
雨
。
じ
め
じ
め
し
た
季
節
。

⑱
何
か
の
果
実
を
焼
酎
に
つ
け
て
作
っ
た

お
酒
。

⑲
位
置
・
時
間
・
考
え
方
な
ど
が
は
ず

れ
て
い
る
こ
と
。
食
い
違
い
。

答

１

12
月
号
の
正
解
（
一
例
）５ ２　 ７

34
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元々は年神様が宿るお餅を分け与えた神事
に由来する習慣

●
横
須
賀
市
／
井
伊
啓
子
石
渡
雄
一
田
中
初
枝

中
島
恵
美
子

菱
木
文

●
三
浦
市
／
池
永
憲
一
宇
津
木
和
子

●
逗
子
市
／
飯
村
和
子

大
堀
剛

鎗
田
カ
ヨ
子

① ② ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑥

⑧ ⑨

⑩ 　　　⑪ ⑬ ⑫

⑬ ⑬ ⑭

⑮ ⑯ ⑯ ⑰ ㉑

⑱ ⑲ ⑲

https://www.k-minami.or.jp/

１

あ
ら
た
め
て

私
た
ち
夫
婦
と
母
の
3

人
が
三
浦
診
療
所
で
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。
10
月
に

行
な
わ
れ
た
藁
谷
先
生
の
講

演
会
の
記
事
を
拝
見
し
ま
し

た
。講
演
会
に
妻
が
参
加
し
、

長
年
の
藁
谷
先
生
の
医
療
に

対
す
る
情
熱
に
感
銘
を
受

け
、「
か
か
り
つ
け
の
お
医

者
さ
ん
の
大
切
さ
」
を
あ
ら

た
め
て
感
じ
た
そ
う
で
す
。

三
浦
市

小
林
秀
樹

続
い
て
ほ
し
い

11
月
3
日
の
「
み
う
ら

健
康
ま
つ
り
」
に
友
人
と
参

加
し
ま
し
た
。
ガ
チ
ャ
ガ

チ
ャ
で
1
等
賞
が
当
た
っ
た

り
、
踊
っ
た
り
楽
し
い
時
間

で
し
た
。
ず
っ
と
続
い
て
ほ

し
い
行
事
で
す
。

三
浦
市

松
本
恵
美
子

健
康
ヨ
ガ

ヨ
ガ
は
や
っ
た
事
が
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
や
っ
て

み
た
ら
体
が
の
び
て
気
持
ち

良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら

少
し
づ
つ
続
け
て
行
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

三
浦
市

西
條
正
子

出
か
け
て
い
ま
す

「
三
浦
半
島
地
名
の
由
来
」

を
よ
く
見
て
い
ま
す
。
知
ら

な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
、
よ
く

こ
の
記
事
を
参
考
に
散
歩
に

出
か
け
て
い
ま
す
。

横
須
賀
市

島
林
修
一

気
持
ち
が
良
い

問
題
に
よ
っ
て
ス
ラ
ス
ラ

答
え
が
出
て
く
る
も
の
も
あ

れ
ば
、
考
え
て
や
っ
と
答
え

が
解
け
る
。
そ
ん
な
時
は
頭

が
ス
ッ
キ
リ
し
て
気
持
ち
が

良
い
で
す
。

三
浦
市

小
笠
原
牧
子

元
気
で
す

毎
年
1
回
、
健
康
診
断
を

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

元
気
に
過
ご
せ
て
い
ま
す
。
両

親
が
植
え
て
く
れ
た
梅
、
柿
、

き
ん
か
ん
、
ゆ
ず
の
ジ
ャ
ム
を

作
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

横
須
賀
市

田
中
初
江

行
き
ま
し
た

出
前
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
た
。
丁
寧
な
説
明
を

受
け
て
、
も
う
少
し
専
門
の

医
療
機
関
で
検
査
を
受
け
る

よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

逗
子
市

飯
村
和
子

平
和
都
市

1
9
8
4
年
9
月
の
横
須

賀
市
議
会
で
「
核
兵
器
廃
絶

に
関
す
る
決
議
」
が
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
、
1
9
8
9

年
5
月
23
日
に
、
当
時
の
横

山
和
夫
市
長
が
、
核
兵
器
の

究
極
的
な
廃
絶
と
世
界
の
恒

久
平
和
の
実
現
を
願
い
、「
核

兵
器
廃
絶
・
平
和
都
市
」
を

宣
言
し
ま
し
た
。宣
言
で
は
、

「（
横
須
賀
市
も
）『
平
和
都

市
』
の
実
現
を
め
ざ
し
、
常

に
わ
が
国
の
国
是
で
あ
る

『
核
兵
器
は
、
持
た
ず
、
作

ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
』
と

の
『
非
核
三
原
則
』
が
、
厳

俳
句

短
歌

機
関
紙
の
感
想
、
日
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
文

芸
、俳
句
、和
歌
な
ど
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

正
に
遵
守
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
続
け
て

い
る
。」
と
あ
り
ま
す
。
日
本
政
府
に
『
非
核

三
原
則
』
の
遵
守
を
強
く
求
め
て
い
く
こ
と
。

こ
れ
は
「
核
兵
器
廃
絶
・
平
和
都
市
」
の
市

民
で
あ
る
私
た
ち
の
責
務
で
す
。

横
須
賀
市

長
野
和
範

２

年
賀
状
筆
の
そ
の
先
君
の
笑
み

胸
さ
わ
ぐ
水
平
線
の
初
日
の
出

新
年
や
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
膳
の
前

熊
を
避
け
も
み
じ
狩
り
追
ふ
一
週
間

背
を
丸
め
嫗お
う
なは
虎も

が
り落
笛ぶ

え

の
中

今
昔
知
り
つ
く
し
た
る
山
紅
葉

盤
石
に
檀
紅
葉
の
亀
山
湖

横
須
賀
市

河
合
滋
晴

横
須
賀
市

堀
江
美
帆

横
須
賀
市

堀
江
美
羽

葉
山
町

髙
梨
民
雄

三
浦
市

宮
川
一
滴

葉
山
町

石
井
冨
貴
子

三
浦
市

三
壁
水
華

快
い
ニ
ュ
ー
ス
は
何
か
年
の
暮
れ

　
　
　
　
　
地
震
大
雨
ノ
ー
ベ
ル
賞

道
の
辺
に
天
狗
蝶
一
つ
伏
せ
降
り
て
、

　
　
羽
根
を
開
け
ば
火
焔
太
鼓
の
紋

木
守
り
の
柿
凛
と
し
て
冬
を
待
つ

　
　
　
　
小
春
日
和
の
夕
焼
け
の
空

葉
山
町

髙
梨
民
雄

葉
山
町

神
山
功

横
須
賀
市

三
堀
千
鶴
子

機
関
紙
み
な
み
10
月
号

に
返
信
用
封
筒
と
い
っ
し
ょ

に
折
り
込
ん
だ
署
名
「
医

療
機
関
の
維
持
存
続
へ
の
支

援
を
求
め
る
請
願
署
名
」
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
12
月
17

日
時
点
で
2
2
6
4
筆
と

た
く
さ
ん
の
署
名
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

先
月
号
の
記
事
を
見
て

「
署
名
を
集
め
る
か
ら
署
名

用
紙
を
持
っ
て
き
て
」
と
連

絡
を
い
た
だ
い
た
り
と
署
名

の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

目
標
の
3
5
0
0
筆
ま
で

も
う
少
し
で
す
。

国
に
よ
る
医
療
費
削
減

政
策
が
す
す
め
ら
れ
、
医

療
機
関
は
過
去
最
大
の
規

模
で
倒
産
・
廃
業
が
す
す

み
、
深
刻
な
経
営
危
機
に

陥
っ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民

の
医
療
を
受
け
る
権
利
が

脅
か
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
地
域
の
医
療
機
関

が
あ
る
日
突
然
な
く
な
り
、

医
療
に
か
か
れ
な
い
地
域
が

全
国
で
さ
ら
に
広
が
る
こ
と

が
強
く
懸
念
さ
れ
ま
す
。

国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
実
現
の
声
を
届
け

る
た
め
、
引
き
続
き
署
名
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
署
名
期

間
は
1
月
い
っ
ぱ
い
で
す
。

署名
たくさんのたくさんのたくさんのたくさんのたくさんのたくさんのたくさんのたくさんの

ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。ございます。
ありがとうありがとうありがとうありがとうありがとうありがとうありがとうありがとうありがとうありがとうありがとうありがとうありがとうありがとうありがとうありがとうありがとう
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昨年 9 月、8 回目の「医療・介護相談会（食料支援）」を三浦
診療所 2 階の会議室で開催。10 名の方にご利用いただきました。
食料支援は医療生協の職員と組合員の皆様の支援で実施してい
ます。

第 8 回の相談会（食料支援）を 2026 年
3 月 14 日（土）に三浦診療所 2 階で開催
します。お歳暮、お中元の品などご家庭
で眠っている食材の寄付と食材購入の
ための資金カンパにご協力ください。

【問い合わせ】
神奈川みなみ医療生協 本部組織部� 046-853-8105

第
38
回
日
本
高
齢
者
大
会

が
11
月
11
日
・
12
日
の
二
日

間
、
埼
玉
県
の
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
を
含
め
、

２
日
間
で
延
べ
２
５
４
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
特
別
企
画
と
高
齢

期
の
暮
ら
し
と
人
権
、
介
護

問
題
な
ど
の
分
科
会
と
学
習

講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特

別
企
画
は
、
暉
峻
淑
子
（
て

る
お
か
・
い
つ
こ
）
埼
玉
大

学
名
誉
教
授
の
講
演
「
い
ま

豊
か
さ
と
は
何
か
を
問
う
」。

昨
今
の
米
不
足
に
関
し
て
、

日
本
の
食
料
自
給
率
が
38
％

に
落
ち
こ
ん
で
い
る
の
は
米

国
い
い
な
り
で
農
業
を
つ
ぶ

し
た
結
果
で
、
戦
争
に
な
れ

ば
食
料
が
な
く
な
り
飢
え
る

こ
と
に
な
る
と
指
摘
。
憲
法

13
条
で
幸
福
追
求
権
を
、
25

条
で
生
存
権
を
保
障
し
て
い

る
こ
と
を
強
調
し
「
国
民
の

幸
せ
の
た
め
に
、
今
の
政
治

を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
み
ん
な
で
集

ま
り
、
話
し
合
う
こ
と
が
大

事
だ
」
と
語
り
ま
し
た
。

二
日
目
の
全
体
会
で
は
畑

中
久
明
事
務
局
長
が
基
調
報

告
し
、
高
市
政
権
が
狙
う
改

憲
や
国
会
議
員
定
数
削
減
、

社
会
保
障
改
悪
な
ど
を
批
判

し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
期

運
動
の
前
進
へ
「
ひ
と
り

ぼ
っ
ち
の
高
齢
者
を
な
く
す

運
動
を
広
げ
る
」「
国
際
高

齢
者
人
権
条
約
制
定
の
機
運

を
高
め
る
」「
平
和
と
民
主

主
義
を
守
る
た
め
市
民
と
野

党
の
共
同
を
広
げ
る
」
こ
と

を
提
起
し
ま

し
た
。

次
回
の
高

齢
者
大
会
は

来
年
、
大
阪

で
開
催
さ
れ

る
こ
と
が
発

表
さ
れ
、
大

会
旗
を
大
阪

の
代
表
に
引

き
継
い
で
閉

会
と
な
り
ま

し
た
。

12
月
７
日（
日
）「
原
子
力

空
母
反
対
集
会
」
が
ヴ
ェ
ル

ニ
ー
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
神
奈
川
県
内
外
の
平
和

団
体
や
労
働
組
合
、
市
民
団

体
な
ど
を
中
心
に
約
１
０
０ 

０
人
が
参
加
し
、
米
海
軍
横

須
賀
基
地
へ
の
原
子
力
空
母

の
配
備
と
、
長
距
離
ミ
サ
イ

ル
配
備
計
画
に
反
対
す
る
ア

ピ
ー
ル
文
を
確
認
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
主
催
者
代
表
の

挨
拶
の
後
、
横
須
賀
市
内
の

８
団
体
で
つ
く
る
「
ト
マ
ホ 

ー
ク
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
５
」

の
岸
牧
子
さ
ん
が
挨
拶
に
立

ち
、
米
国
製
巡
航
ミ
サ
イ
ル

「
ト
マ
ホ
ー
ク
」
の
自
衛
隊

へ
の
配
備
に
つ
い
て
「
私
た

ち
は
攻
撃
も
し
た
く
な
い
し
、

＊寄付いただける食料品＊
・�賞味期限が 2026 年 5月1日以降記載
・�常温保存が可能な缶詰類、米類、乾麺（パスタ類）、レトルト
食品、調味料各種（未開封のもの）飲料（ジュース、コーヒー等）
・�お歳暮及びお中元における贈答品等で未開封のもの
・�ご協力いただける方は2月26日までにお届けください

※生鮮食品や冷凍食品は受け付けておりません
（注）�食品などお持ちいただく際には、食品管理の都合上、氏名住所及び電話番号

を受付で記名していただくか、支援品にメモを付けて頂けると助かります。
逗子診療所、旧葉山クリニック、衣笠診療所、三浦診療所の受付にお届けいただく
ことも可能です。

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
く
も

な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

「
原
子
力
空
母
の
横
須
賀

母
港
問
題
を
考
え
る
市
民
の

会
」の
呉
東
正
彦
弁
護
士
は
、

小
泉
進
次
郎
防
衛
相
が
原
子

力
潜
水
艦
の
自
衛
隊
へ
の
導

入
を
巡
り
「
議
論
を
排
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
話
し
た
こ

と
に
関
し
、「
原
子
力
利
用

は
平
和
目
的
に
限
る
と
し
た

原
子
力
基
本
法
に
違
反
す
る
」

と
指
摘
し
ま

し
た
。

集
会
後
は

市
内
を
パ
レ 

ー
ド
し
、
市

民
へ
の
ア
ピ 

ー
ル
を
し
ま

し
た
。

12
月
19
日
（
金
）、
横
須

賀
産
業
交
流
プ
ラ
ザ
で
生
協

強
化
月
間
の
成
果
や
活
動
を

報
告
す
る
「
医
療
生
協
強
化

月
間
し
め
く
く
り
集
会
」
を

問
行
動
や
宣
伝
行
動
を
行

い
、
強
化
月
間
を
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
し
た
事
、
地
域
支
部

で
は
骨
量
測
定
を
中
心
と
し

た
「
ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ

ク
」「
健
康
ま
つ
り
」
や
「
バ

ス
旅
行
」、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

「
訪
問
行
動
」
な
ど
の
行
動

が
加
入
と
増
資
に
つ
な
が
り

10
月
・
11
月
は
加
入
・
増
資

と
も
に
純
増
に
な
っ
た
事
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
各

行
政
区
を
代
表
し
て
浦
賀
支

部
、
三
崎
東
支
部
、
逗
子
中

央
支
部
、
葉
山
南
支
部
か
ら

活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
し
、

力
を
合
わ
せ
て
活
動
し
た
様

子
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。

事
業
所
と

支
部
の
奮
闘

が
あ
り
ま
し

た
が
、加
入
・

増
資
と
も
に

年
度
目
標
に

は
届
い
て
い

な
い
こ
と
か

ら
、
目
標
を

や
り
き
る
た

め
の
「
や
り

き
ろ
う
月

間
」
を
２
月

か
ら
３
月
に

取
り
組
む
こ

と
が
提
案
さ

れ
、
年
度
目

標
達
成
の
意

思
統
一
を
行

い
ま
し
た
。

生協強化月間
生活協同組合（生協）が組合員を
増やし、組織を強化するため、主に
秋（10 月〜 11 月頃）に集中的な
活動を行う期間で、消費生活協同
組合法（生協法）の施行日である
10月１日にちなみ、厚生労働省の
呼びかけで始まったものです。

開
催
し
ま
し
た
。
集
会
に
は

職
員
・
理
事
・
組
合
員
あ
わ

せ
て
約
40
人
が
参
加
し
ま
し

た
。湊

不
二
雄
組
織
活
動
部
会

長
の
開
会
あ
い
さ

つ
の
後
、
荷
見
組

織
部
長
よ
り
強
化

月
間
中
の
活
動
や

到
達
状
況
に
つ
い

て
の
全
体
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
今

年
度
は
事
業
所
も

10
月
・
11
月
に
強

化
月
間
に
取
り
組

み
、
診
療
所
を
中

心
に
支
部
の
み
な

さ
ん
と
共
同
で
訪

支部報告

次回開催地の大
阪の皆さんに大会
旗を引き継ぎ

みなみ医療生協から52人が参加しました

▲当日の模様をYou�
Tubeで視聴できます。
QRコードからアクセ�
スしてください。

湊部会長あいさつ

医 療 生 協

神

奈川みなみ
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